
８. 給与収入があった人
勤務先から支給される給料、俸給、賃金、賞与等を記

入してください。申告の際には源泉徴収票、給与証明

書等をお持ちください。（勤務先が複数ある場合は、2

か所目以降を「11」へ記入してください。）＊郵送の場

合は写しを添付

６. 不動産収入があった人
収入（地代、家賃、軍用地、土地や家屋の権利金、船

舶の貸付料など）、必要経費を記入してください。軍用

地収入がある方は、土地賃借料算定調書及び土地明

細書（清算分）を持参してください。（郵送の場合は写

しを添付）

＊H26年1月から記帳義務化になっています。

５. 営業・農業等の収入があった人
売上金額、仕入金額、必要経費を記入してください。

＊H26年1月から記帳義務化になっています。

申告の際には、収支がわかる帳簿・領収書などをお

持ちください。（郵送の場合は写しを添付）

下記の必要経費に該当するものがあれば記入してください。但し、事業に

供した経費のみ該当します。支払額に家事用が含まれている場合は、使

用面積や使用頻度などで按分してください。

○給料・賃金

店員などの従業員に支払った月給、賞与などの合計額

＊5・6の明細内の給料・賃金の内訳を記入してください。

○減価償却費

建物、機械、車両などの事業に必要な減価償却資産を取得した場合、

そのまま必要経費になるのではなく、その資産に応じた耐用年数を基に計

算します。

＊5・6の明細内の減価償却費の内訳を記入してください。
○地代・家賃

店舗等の事業用の土地や建物を賃借している場合に支払った地代や家賃

＊5・6の明細内の地代・家賃の内訳記入してください。

○借入金利子

事業用資産の購入資金や運転資金など借り入れた借入金の利息など。

○租税公課

固定資産税、事業税、登録免許税、印紙税や商工会などの組合費など。

○水道光熱費

事業用として支払った水道料金、電気料金、ガス料金やガソリン代など。

○旅費交通費

事業のためにかかった宿泊費などの旅費や高速代などの交通費
○通信費

事業のために使用した電話料金や切手代など。

○接待交際費

取引先を接待するための茶菓飲食代など。

○修繕費

事業に使用している建物や事業用資産の修繕にかかった費用

○消耗品費

事業に使用した事務用品や使用可能期間1年未満か取得価格が１０万円

未満の備品購入費

○専従者控除

あなたと生計を一にしている配偶者・その他の１５歳以上の親族が令和２年

中に６ヶ月を超える期間、あなたの営む事業に専従している場合、その事業に

従事している親族（事業専従者）１人につき、次の①と②のいずれか少ない方

の金額を必要経費にすることができます。

① 配偶者 860,000円 その他親族 500,000円

② （事業所得＋不動産所得＋山林所得）÷（事業専従者の人数＋1）
※郵送の場合、帳簿等の写しを添付してください。

ただし必要経費の領収書の写しは添付不要です。

必要経費について

細かい計算を必要とする下記の所得につ

いては税務課にお問い合わせください。

９. 配当割額又は株式等譲渡所得割額の控除

特定配当等に係る所得金額、特定株式等譲渡所得金

額を総所得金額に含め、配当割額又は株式等譲渡所

得割額の控除を受けようとする場合に記入します。

１０. 配当所得（株式・出資金等の配当金）

所得税で源泉分離課税を選択していても、市県民税で

は申告する必要があります。

１１. 雑所得（公的年金等以外）

恩給や国民年金などの公的年金・著述家以外の人の

受ける原稿料や印税、個人貸付金の利子、郵便年金

や生命保険契約などによる年金収入、太陽光売電収

入、副業に係る所得

○一時所得（賞金、懸賞当選金、競輪競馬の払戻金、

生命保険の満期返戻金などによる収入）

○総合譲渡所得（資産のうち、自動車や機械用具など

の譲渡による収入）

○分離譲渡所得（資産のうち、土地、建物、株式、商品

先物取引などの譲渡による収入）

○利子所得（公社債や預貯金の利子。申告の必要が

あるのは源泉分離課税されていない国外の銀行に預

けた預貯金の利子など）

申告書記載例（裏）

１２. 寄附金控除

「都道府県、市区町村分（特例控除対象）」、「住所地の共同募金、日赤支

部・都道府県、市区町村分（特例控除対象以外）」の各欄には、当該団体へ

寄附した金額を記入してください。

「条例指定分」の「都道府県」、「市区町村」の各欄には、住所地の都道府県、

市区町村の条例で指定された寄附金を支出した場合にそれぞれ記入してく

ださい。（郵送の場合は、寄附金控除証明書等の写しを添付）

１３．令和２年中に収入がなかった方

あなたが令和２年中１月１日～１２月３１日まで収入がなかった場合は、そ

の理由を（イ）又は（ロ）に記入してください。


